
章 第 2 京都大学病院構内 AF20 区の発掘調査 
阪口英数 

1  調査の概要 

調査地点は，京都大学病院構内の 東南部，外来診療棟の 南側にあ たり，熊野神社の 北約 

150m, 聖護院門跡の 西約 200m に位置する ( 図版 1-   269) 。 ここに構内道路や 防火水槽な 

どを設営する 基幹整備工事が 予定されたため ，隣接地点の 既往の調査成果を 勘案して，予 

定地内の発掘調査を 実施した。 現地調査は 1999 年 6 月 l4 日に開始し， 7 月 9 日に終了し 

た。 調査面積は 49 ㎡であ る。 

調査地点 -, 帯は現在の鴨川東綾部にあ たり，先史時代には 高野川系旧流 路 ，白川系旧流 

路 が流人する低地であ った。 古代末には六勝寺を 中心に展開した 白河街区の北 T をなし 

康和 5 (1103) 年に倍増誉が 創始した聖護院とその 鎮守社であ る熊野社の所領に 含まれて 

いた。 室町時代には 聖護院 付 が成立し近世後半には 疏 菜類を主産品とする 近郊農村とし 

て 栄えた場所であ る。 周辺の既往の 調査では，縄文時代から 江戸時代に至る 各時代の遺 

構・遺物が確認されている。 なかでも，古代から 近世に至る各時期の 井戸 (34 . 141 . 

154 . 155 . 191 .239 .240 地点 ), 近世の大規模な 土 取穴 (1 訊 ・ 155 . 240 地点 ), 幕末の歌 

人大田垣蓮月の 手になる霜月焼を 多量に出土した 十坑 (141 .239 地点 ) は，この周辺に 特 

徴 的な遺構であ り，今回の調査でもこれらの 存在に留意しっ つ ，縄文時代から 現在に至る 

土地利用の変遷に 関する資料を 得ることを日的とした。 

発掘調査の結果， 旧 帝国医科大学に 関わるものと 考えられる煉瓦 造 建物基礎などに 少な 

からず破壊されてはいたが ，中世の井戸，集荷土城 ( 図版 2-2 . 3), 柱穴などを検出し 

た。 出土遺物は，整理 箱 にして 6 箱 を数える。 その帰属時期は 縄文時代から 近代にまで及 

ぶが，中世のものが 主体を占める。 中世の遺物のほとんどは 土師器や瓦器などの 小片であ 

るが，井戸から 完 形の土師器 皿が 数点出土したほか ， 集 右上坑から瓦器羽釜の 破片が上 ヒ較 

酌 まとまって出土した。 古銭も数点出     l- している。 

なお，現地調査は 干葉 豊と 阪口 英毅が 担当し，曽根茂の 助力を得た。 また，出土遺物の 

整理作業は阪口が 担当し 下坂澄子，本吉恵理子・ 曽根 茂 ・長尾 玲 ・坂田千尋の 助力を得 

た 。 出土遺物の写真撮影は 干葉が担当した。 

  



  
2 層 ィ工 止 

発掘調査前の 地表面はコンクリートによって 固められており ， ほぼ水平面をなしてい 

た。 棋局 は 48.9m を測る。 調査面積が 7 mX 7 m と狭小であ ったこと，煉瓦 造 建物基礎 や 

既設管などに よ る大規模な 撹 乱が調査区の 壁の四周に及んでいたことから ，層位を良好に 

観察することのできる 壁面がきわめて 狭い範囲に限られた。 そのため， ここでは 2 ケ 所で 

の観察を基にして ，模式的に層位を 示す ( 図 1) 。 黄 灰色シルト ( 第 6 層 ) よりも ト 層の 

堆積状況は調査 区北 " 西 隅の壁面の観察に ， 黄 灰色シルトよりも 下層の状 " 況は煉瓦 造 建物 基 

礎の撤去にともなう 立合調査においておこなった 調香図四壁沿いの 断ち割り壁面の 観察に 

基づいており ， 図 Ⅰでは両者を 合成して 示           

基本層序は上から ， 表 Ⅱ・ 撹乱 ( 第 1 層 ), 黒 灰色土 ( 第 2 層 ), 茶褐色 :l.. ( 第 3 層 ), 

49m 
灰褐色粒質 土 ( 第 4 層 ), 淡 褐色砂質 土 ( 第 5 層 ), 黄 灰色シルト ( 第 

  一 6 層 ), 黄 灰色微妙 一 細砂 ( 第 7 層 ), 褐色 中 仙一細砂 ( 第 8 層 ), 黄 
灰色砂礫 ( 第 9 層 ), 褐色砂礫 ( 第 10 層 ) .1@, あ る。 

黄 灰色シルト ( 第 6 層 ) から 黄 灰色微妙 一 細砂 ( 第 7 層 ) への変化 

48m 一 は漸移 的であ る。 また，褐色 中砂一 細砂 ( 第                       挙人よりも 

やや小さ                                           

なお，調査図南東 隅 付近では， 黄 灰色シルト ( 第 6 層 ) の直上に灰 

褐色 粘質十 ( 第 4 層 ) が堆積する状況が 認められたが ，その 23 な状 

7 47m   

  

  

10 

l 表 土 ・ 授 乳 

2 票 灰 色 土 
3 茶 褐 色 上 
4 灰褐色粒質上   
6 黄 灰色シルト     
9 頁灰 色砂礫 
l0 褐 色 砂 礫 

図 @  層位模式 図   

況 がどの程度の 範囲に及ぶのかについては ，大規模な潰乱のため 確認 

できなかった。 

黒 灰色土 ( 第 2 層 ) は近代，茶褐色土 ( 第 3 層 ) は中世の遺物を 包 

含する。 灰褐色粒質 土 ( 第 4 層 ) と 淡褐色砂質 十 ． ( 第 5 層 ) の層理 

面，および灰褐色 粘質土 ( 第 4 層 ) と黄 灰色シルト ( 第 6 層 ) の層理 面 では，縄文土器の 破片が出土した。 黄 灰色シルト は 第 6 層 ） よ り も 

下層では，遺物を 確認できなかった。 

なお，調査 区 北西隅でのみ ， 異 灰色土 ( 第 2 層 ) と茶褐色土 ( 第 3 

層 ) の間に， 淡 褐色土が確認された。 堅く固結していること ，厚さ 

5cm 程度 ア 一定していることから ，近世から近代にかけてのあ る時期 

に機能していた 路面であ った可能性が 考えられる。 

  



遺構と遺物 

3  遺構と遺物 

(1)  土 逗 .   
調査区内を分断する L 字形の煉瓦 造 建物基礎 や ，それにともなうと 考えられる埋設 管 な 

どによって，遺跡は 大きく破壊されていたが ，中世の井戸， 集 方土塊，柱穴などを 検出し 

た 。 柱穴には礎石をともなうものもあ る。 

SE1                                     つ井戸であ る。 万組や 木 枠などの痕跡がまったく 認め         

                        発掘当初は土 取 穴の町 能 性を強く考えていたが ，地表面から 2.7m 下で水溜 

              したことにより ，褐色砂礫 層く第 10 層 ) まで掘り抜いた 素 掘の井戸であ るこ 

                                                                        残存高 42cm を測る。 井戸底の標高は 46.2m であ る。 出土 遺 

                l3. 世紀から l4 世紀にかけてのものとみられる。 

SKl は不定形に広がる 集荷であ る                   2) 。 土 坑の存在に留意したが ，                                             

                                                                  ら谷 大のものまで 大小さまざまあ り，密集 度 はそれ 

ほど高くない。 その性格は不明であ る。                                                                               

  
    Y 二 20l5 

煉瓦 造 建物基礎 

ⅠⅠ 石 

                      集石 
  5m 

図 2  .l, 世の追惜 縮尺 1/l00 



  
SK7 は楕円形の掘形をもつ 葉石上 坑 であ る ( 図版 2-   3) 。 南北方向を長軸とし ，検出 

面での長軸 2.2m, 短軸 1.7n1 を測る。 S Ⅲに比べて石が 小ぶりで，かつ 大きさがそろっ 

ており， -- 定の標高に分布する 傾向があ る。 やはり性格はよくわからない。 出土遺物か 

ら， 14 世紀頃 のものとみられる。 

SPg.SPlg は長方形のピットであ るが，平らな 石を据えてあ ったことから ，根石をも 

つ柱穴であ ると考えられる。 石が 廿 t-, したピットはほかにも 存在したが，根石と 判断しう 

る 状 / 兄を・示すものはこの 2 ケ 所のみであ った。 

(2) 遺                                     表 l) 

縄文・弥生時代の 遺物 T l は調査図南東 隅 付近において ，灰褐色 粘質土 ( 第 4 層 ) 

と黄 灰色シルト ( 第 6 層 ) の層理面で出土した 縄文時代晩期後葉の 突弔文土器であ る ( 図 

3) 。 同一個体と は け つ れる破片 9 点がまとまって 出土したが，接合はしなかった。 そのう 

ち ，列目をつけた 突帯 がつく頓服部の 破片 2   点を図示した。 刻みの形状は 0 字形であ る。 

下から上の方向に ケズリ を施している。 病院構内では ， 191 地点でも同様の 資料・が出土し 

ている [ 千葉 19g1 D.38 コ。 

灰褐色 粘質土 ( 第 4 層 ) と 淡褐色砂質 土 ( 第 5 層 ) の 

層理面でも縄文土器の 破片 3 点が出土したが ，いずれも 

きわめて小さな 破片であ るため，詳細はよくわからな @ 
  し   。 

      
また， SPl8 から弥生土器の 破片 1   占が出土したが ， 

図 3  縄文時代の土器 縮尺 1 ん やはり小片であ るため詳細は 不明であ る。 

表 @  SE.l 出土土師器の 法量分布 
中世の遺物 1 2 一 175     は SEI 出土遺物であ る ( 図 

3.5                                   AI   
3 一   T 2 一 T42 は土師器 皿 であ 

2.5   る o m 径と器 高の上ヒ率によっ 

      て，皿と 椀に分類でき ， さら 

l.5   
に 口径のまとまりによって ， 

皿と 椀をそれぞれ AI, A Ⅱ 

の 2 群に分類できる ( 表   口径 (cm)   D)o 1 2 一 T2l は 皿 AIo 

  



遺構と遺物 
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図 4  SEl 出土遺物 田 (1 2 一 T42 土師器 ) 

口 線形態は， 1 2 が 1 段 撫で素線手法 D 頗 ， 1 3 一 1 7 が 1 段撫で素練手法 D, 類 ， 1 8 

が ] 段 撫で素練手法 D, 類 ， 1 9 . 110 が 1 段撫で面取り 手， 法 D 。 類 ， 111 が 1 段 撫で面 取 

り 手法 D, 類 ， Tl2 一 Tl5 が 1 段撫で素線手法 E 噸 ， T16 一 T18 が 1 段 撫で素線手法 E, 

類 ， T@g. T20 が 1 段撫で素線手法 E 、 類であ る。 T2l は全体に厚ぼったいつくりで ，少 

なくとも京都大学構内遺跡ではあ まりみられない 形態を呈することから ，京都塵ではない 

可能性も考えられる。 T22 一 T42 は 皿 A Ⅱ。 U 繰形態は， T22 一 T32 が D, 類 ， T33 一 Ⅰ 

36 が D, 類 ， 137. 138 が D 、 類 ， T3g が E. 類 ， T40 一 T42 が E, 類であ る。 

T43 一 T67 は土師器 碗 であ る。 T43 一 T66 は 椀 AT 。 口 線形態は， T43 一 T5g が D, 

類 ， T60 ・ T6l が D.@ 類 ， T62 一 T64 が D 。 類 ， 165. 166 が D 。 類 という 26 に， D, 類が王 

  



  
体を占める。 T67 は 椀 A Ⅱで，押縁形態は D, 類であ る。 

土師器℡は T36 が灰白色を呈するのを 唯   - の例外として 赤褐色を呈し ，土師器 椀 はすべ 

て灰白色を呈する。 土師器のⅢと 椀における，この ょう な明瞭な色調の 相違は，近接する 

239 地点でみられた 傾向に一致する。 

168 一 T 70 は瓦器であ る。 Ⅰ 68 は 鍋 。 外面は指押さえ ，内面は刷毛目調整で 仕ヒげ 

る 。 底部から服部下半にかけて 有機物の付着が 顕著であ る。 T69 は 皿 。 見込みにジグザグ 

状の暗 文 が施される。 T70 は 椀 。 休部内面に螺旋秋晴 文 が施される。 形骸化した低い 高台 

を貼り付けている。 

T7l は瀬戸系の短頭 壺 。 あ るいは水注かもしれない。 頸部が明瞭に 屈曲し，回線部は 外 

側へ向けて立ち 上がる。 T72 は 黄軸 陶器 盤 。 図示はできなかったが ，底部の破片も 存在す 

る。 l l 径 22cm に復元できる。 口縁 部は玉縁状をなし 体部はややふくらむ。 内面に黄褐色 

の袖をかける。 鉄給 はみられない。 胎土は砂粒を 多く含む。 出土することは 稀であ るが， 

京都大学構内では 本部構内の 181 地点や医学部構内の 207 地点などで類 品 が出土             

( 五十川ほか 1992 p.l5, Ⅰ                                                 T73 は常滑 鷹 。 断面 N 字状 の押縁形態 

をもっ。 [ 」 縁 部内面に粘土紐の 積み上げ痕が 認められる。 T74 は 龍 良案系の青磁 椀 。 休部 

を 蓮弁様に成形する。 T75 は 黒袖 陶器。 頂部に 径 1.4cm に復元できる 孔をもっが，本来の 

器 彩 はよくわからない。 外面および孔の 端面に黒粕を 施す。 

T7f 一 T8l は SKl 出土遺物であ る ( 図 6) 。 

T76 一 T78 は土師器 皿 であ る。 口 線形態は， T76 が E. 類 ， 「 77 . T78 はいずれも E, 

類 。 T79 は 東播系 須恵器のすり 鉢 。 目縁端部はト 下へ肥厚し，玉縁状を 呈する。 外面の口 

縁 部下には 2 条の段がめぐる。 180 は瓦器 鍋 。 外面を指押さえ ，内面を撫でで 仕上げる。 

胴 部下半に煤が 付着する。 T8l は信楽のすり 鉢 。 内面に 3 条 1 単位のすり目をもっ。 木戸 

雅 寿の分類に よ る R3 類であ る ( 木戸 1995 p.405 コ。 

T82. 183 は SK2 出土遺物であ る ( 図 6L 。 いずれも土師器 皿で ， l l 線形態は E 。 類 。 

T84 一 T8g は SK3 出土遺物であ る ( 図 6)0 

T84 一 T88 は土師器 皿 であ る。 口 繰形態は T84 が D 。 類 ， T85 一 T88 は E 。 類であ る。 1 

89 は瓦器の火鉢。 押縁付近に 2 条の突帯を貼り 付け，その間をスタンプ 文で充填してい 

る 

190 ・ 191 は SK4 出土遺物であ る ( 図 6) 。 

Tgo は土師器 皿 。 日録形態は E 噸であ る。 Tgl は古瀬戸の皿。 高台に輪形の 焼き台が 

  



遺構と遺物 
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溶 着している。 

192 . 193 は SK5 出土遺物であ る ( 図 6) 。 いずれも     l     師器皿で ，回線形態は E 。 類 。 

194 一 1100 は SK7 出土遺物であ る ( 図 6) 。 

194 一 196 は     ド師器 ℡であ る。 回線形態は， 194 . 195 が D, 類 ， 196 は E, 類 。 197   

T98 は瓦器であ る。 T97 はいわゆる奈良火鉢。 回線 部 付近の覚面に 16 弁の菊花のスタンプ 

を押している。 内面にはジグザグ 状の暗文を施す。 岩壁は厚く，底部から @-l 緑郎まで，ほ 

ぼ直立する。 立石壁 志 による分類の 浅 鉢 Ⅰであ る ( 立石 1995 p.439 コ。 T98 は羽釜。 外面 

は指 押さえで仕上げ ，内面には刷毛目調整の 痕跡をかすかに 確認できる。 Ⅰ 99 は白磁 椀 の 

口縁部で， 弱い工 縁 をもつ。 1100 は青磁椀の底部。 高台の内側を 露 胎 とするほか，見込 

み中央を径 5.4 じ m にわたって 正 円形に露 胎 としている。 

近世の遺物 ( 図 6)  1101 は SP8 出土遺物で ， 釜の蓋 彩め ミニチュア土製品。 下半 

の柄状部は別 づくりの 部 樹を貼り付けたものであ る。 上半の蓋彩那にのみ 施和 している。 

Tl02 一丁Ⅰ 06 は 撹乱 出土遺物であ る。 

Tl02 は土師器 煮 炊具で，いわゆる 土鍋。 口径 33cm, 高さ 7cm 前後に復元できる。 半球 

形 の休部に ，外へ 大きく開いた 日録郎がつく 形態をとる。 @m 縁端部は上方やや 内向きに突 

出させる。 内外面ともに 丁寧に撫でて 仕上げているが ，押縁部外曲には 刷毛目調整の 痕跡 

が残る。 また，休部から 目縁部への屈曲部外面に ，棒状工具によるものと 考えられる痕跡 

が観察される。 Ⅱ 縁 部から休部上半へかけての 外面には， うっすらと煤が 付着する。 1 

103 は唐津の椀。 目縁部を肥厚させ ，高台は削り 出している。 くすんだ茶色を 呈する素地 

の内面とロ縁部外面に ，灰色の粕を 施す。 見込みには 4 個の日跡が残る。 T104 は磁器。 

紅猪口で， 内面とⅡ縁端部に 透明粕を施す。 T l05 . T 106 は泥めんこ。 いずれも厚さ 

0.8cm を測る。 また，図示していないが ， 撹 乱から寛永通宝 1 枚が出土している。 

4  目、 上ロ ヰ中小 今回の調査は 調査面積が狭かったこともあ り，それのみで 注口を集めるような ， と { @ 

目新しい成果は 得られなかった。 しかしながら ，周辺の既往の 調査成果に 昭 らし合わせる 

と，従来の知見を 補強するデータが 得られたことを 指摘できる。 

黄 灰色シルトの 確認 本調査地山では ， 黄 灰色シルト ( 第 6 層 ) が良好に遺存してい 

/-  @ 。 ,  し                     高野川系旧流 路 によって生成された 凹地が滞水域となって 堆積したも 

ので，医学部構内から 病院構内にかけて 広く分布すると 考え               [m き永 19gl pp   
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24-, 引 。 近世に大規模な 土取りの対象とされたために ，病院構内においては 失われている 

場合が多い。 今回の調査では 比較的良好な 堆積状況を確認できたため ，調査地点周辺の 基 

本層序に関する 基礎データを 追加することができた。 

突 荷文土器の状況 また，この 黄 灰色シルト ( 第 6 層 ) と灰褐色 粘質士 ( 第 4 層 ) の 

層理面において ，縄文時代晩期後葉の 突弔文土器が 出土したことは 注目される。 病院構内 

遺跡では，縄文土器の 出土状況に二つのあ り方が認められる。 第 ‥ 一は 高野川系，白川系の 

l 日 流路 にあ たる砂礫中から 出土する場合い 41 . 1 防 ・ 239 地点 ) で，これらは 市田山西 麓 

から岡崎にかけての 微 高地上に存在した 縄文集落からの 流れ込みと解釈されている。 第二 

は 旧流 路 の局部にあ たると思われる 部分から 原 位置を保って 出土する場合 (191 地点 ) 

で，先史時代には 旧流 路 が流人する低地部であ った病院構内においても ，白状堤防上や 微 

高地 L に縄文人の活動が 及んでいたことを 示すものと指摘されている [ 干葉 19gl pp. 

29-30L 。 

既往の調査において ，後者の出土状況を 示して出土したのは 縄文時代後期の・ l: 器のみで 

あ る。 今回の調査で 晩期後葉の突弔文土器が 後者に該当する 出       l         代況を示して 出土 - したこ 

とによって， この地で縄文人が 活動していた 時間幅が，従来認識されていたよりも 広くな 

る 可能性が示唆された。 ただしごく少量の 出土に過ぎないため ，今後の周辺地域の 調査 

を通して検証に 努めていく必要があ る。 

本調査地点では ，おもに上記の 二つの点について ，土地利用の 変遷を探る手がかりとな 

る ，貴重なデータを 蓄積することができた。 

  


